
●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

　東日本大震災から７年半がたちます。多くの被
災地では復旧・復興が進んできているようですが、
甚大な被害を受けた宮城県南三陸町では、仮設で
運営されていた「さんさん商店街」が、盛り土をさ
れた市街地の中心へ昨年３月に移転し、本格的な
営業を始めたところです。
　亀の子隊は、震災が起きた平成23年から昨年ま
で、夏休みと冬休みに、市内の農家の皆さんから提
供してもらった野菜を持って支援活動に行きまし
た。
　１年目の夏に行ったときの、何もない町の惨状は
今も目に焼き付いています。ボランティアセンター
の手伝いで、支援米配布活動のときに出会った初
老の女性は、車に犬を乗せていました。「犬しか残
らなかったんだ」という言葉に涙が出ました。
　３年目の夏、仮設住宅でお話を聞かせてもらい
ました。「私たちは今闘っている」と涙を流しながら
お話をしてくれる表情は非常に辛そうでした。それ
でも、現実を明るく受け止めようとしている姿を見
て、人間の強さを感じました。
　４・５年目、仮設住宅の皆さんの表情が明るく
なっていきました。それでもまだ、仮設住宅には多
くの人が生活していました。その仮設住宅も昨年６
月には撤去されました。現在は、復興住宅に移った
り、高台にできた住宅地に新築をしたりして、生活
しているようです。
　町は、少しずつ復旧し、盛り土された港前の土地
には商店や事業所などが増えつつあります。しか
し、まだまだ就業人口が増えていないという実態があります。津波被害で就
業場所がなくなり、労働人口が激減したのです。昨年度、支援活動に行った入
谷地区にある「恩送りファーム　南三陸農工房」では、ブドウ畑を新たに作り、

「数年後には就業場所としてワイナリーを始めたい」と言っていました。
　亀の子隊は、南三陸応縁団に登録し、平成26年から田原市民まつりでチャ
リティ物産展を行っています。南三陸町の社会福祉協議会を通して、いくつ
かの事業所から加工食品を買い取り、田原市民まつりで販売します。東北の
おいしい特産品をぜひ、皆さんに食べていただきたいです。皆さんのお越し
をお待ちしております。

田原市民まつりで南三陸町チャリティ物産展

　今年は豊川用水通水50周年。その記念すべき年に、
高松小学校は創立145周年を迎えました。この歴史あ
る高松小学校に、かつて「毎年２番以下にはなったことが
ない」秀才がいました。豊川用水を構想した近藤寿市郎
氏です。
　現在高松小学校では、毎年４年生がその近藤寿市郎
氏について学んでいます。
　今年は、通水前後の高松の航空写真を比較し、「なぜ数
年で温室が増えたのか」という疑問を出発点に、農政課
による市政ほーもん講座、区長さんへの聞き取り調査、
共育コーディネーターによる「豊川用水と近藤寿市郎」の
特別授業、水おけでの水運び体験などを実施しました。
当時の人々の生活に思いをはせ、近藤氏の人生をなぞり
ながら“夢の用水建設”を見つめることができました。
　授業後の児童の振り返りには、「寿市郎さんに感謝し
かない」「私たちもこの用水を大切にしていきたい」など
近藤氏と豊川用水への感謝の思いが多く書かれていました。しかしながら、
東三河で近藤氏の名を知る人はそれほど多くはありません。今年は学芸会
で「寿市郎劇」を演じることで、先人の功績をたたえつつ、子どもたちの社会
に貢献していこうとする思いを養っていきたいと考えています。

ふるさと学習「高松の偉人・近藤寿市郎」

▲平成２３年８月の第１弾東北支援活動で訪れた南三
陸町

▲平成２７年８月に仮設住宅へお邪魔して、お話を伺い
ました

▲田原市民まつりでのチャリティ物産展の様子

高松小学校
☎45-2068

　

［投稿者］

寺島 結香ちゃん

1歳
やぐま台

ゆい  か たか　や

渡会 鷹也くん

1歳
中山町

環境ボランティア
サークル
亀の子隊

　090‐9123-7983

［投稿者］

▲班に分かれ近藤寿市郎について学びました

▲水おけで水を運び、用水のない大変さを
体験しました

伊藤 暖くん

1歳
田原町

だん
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